




















































































































































































① chum-group から peer-group への移行において，同調性の低減には友人関係に
おける不安の解消と他者への尊敬，異質性や独立性の希求が高まることが関連
する。	

















調査対象者と調査時期	 調査対象者は A 県内の公立中学校に通う女子 135 名。このう
ち回答に欠損の見られたものを除く 121 名を分析対象者とした。2010 年 12 月に実施
した。	
調査内容	 （1）友人関係行動項目（17 項目）： chum-group の特徴（保坂・岡村，
1986）をふまえ，榎本（1999；2000）の友人関係の活動的側面についての質問項目















友人関係行動得点の分散分析	 友人関係行動で抽出された 3 種類の行動のうち，中学
生女子ではどの行動の頻度が高いかを検討する為に，行動の種類を要因とした分散分





友人への考え・思いの分散分析	 友人への考え・思いで抽出された 5 種類の考えや思
いのうち，中学生女子がどのような考えや思いを強く持っているのかを検討するため
に，考えや思いの種類を要因とした分散分析を行った。その結果，有意な群間差が得









第 4 節	 考察	























	 研究 2 では研究 1 で得られた，友人との内面共有行動が次段階の友人関係への変化
に影響するという示唆に従い，中学生女子の友人関係行動と友人への態度について，




調査対象と時期	 A 県内の公立中学校に通う女子 153 名を対象に調査を行った。この
うち回答に欠損の見られたものを除く 136 名を分析対象者とした。調査は 2013 年 1
月に実施した。	
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